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【主担当部局：教育委員会】 

現状と課題 

①特別な支援を必要とする子どもたちが増加していることから、小中学校でのパーソナルファイルの

活用や、中学校から高校への支援情報の引継ぎを進めています。高校では、発達障がい支援員によ

る巡回相談を実施し、生徒や保護者との面談や教員の指導に関する助言等を行っています。引き続

き、適切な指導・支援や校種間での確実な支援情報の引継ぎなど、早期からの一貫した支援を進め

る必要があります。 

 

②小中学校も含め、学校に勤務する看護師の医療的ケアに関する専門性の向上を図るため、研修会等

に取り組んでいます。引き続き、安全で安心な医療的ケアを実施する必要があります。 

 

③特別支援学校にキャリア教育サポーターを配置し、生徒に適した職種・業務と必要な支援の方法を

企業に提案する形の職場開拓を行っています。今後も、一般企業への就職を希望する特別支援学校

生徒の就職率 100％を維持するとともに、生徒の進路希望の実現と、卒業後の地域生活への移行が

円滑になされるよう、就労支援に取り組む必要があります。 

 

④特別支援学校において、施設が狭隘化・老朽化している学校があることから、学校の状況に応じた

対応を進める必要があります。 

 

令和４年度の取組方向 

①就学前、小学校、中学校、高校、特別支援学校の間で指導・支援に必要な情報が確実に引き継がれ

るよう、パーソナルファイルのさらなる活用、切れ目ない支援を行う体制づくりに取り組みます。

教員の専門性向上のため、各特別支援学校のセンター的機能による教員への助言等を進めます。 

 

②子どもたちが身体的に安定した状態で教育活動に参加できるよう、保護者、看護師、教員の連携・

協力のもと医療的ケアを安全に実施します。高度な医療的ケアを必要とする子どもの在籍校では、

指導医・指導看護師が巡回することで、安全で安心に実施します。 

 

③特別支援学校高等部生徒の進路希望の実現と、地域生活への円滑な移行をめざして、職場開拓およ

び職場実習を進めるとともに、各特別支援学校のキャリア教育プログラムを活用して、計画的・組

織的なキャリア教育を推進します。 

 

④特別支援学校の施設の狭隘化・老朽化に対応する計画的な整備を進めます。盲学校および聾学校は、

新しい校舎建築に係る設計および寄宿舎の建築工事に取り組みます。杉の子特別支援学校は、知的

障がいのある中学部生徒が令和５年４月から石薬師分校で学習できるよう、校舎の一部改修を行い

ます。稲葉特別支援学校は、寄宿舎棟を教室として活用する改修工事を行います。 

 
 
 

特別支援教育の推進 



主な事業 

①早期からの一貫した教育支援体制整備事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R3) １８，００７千円 → (R4) １９，９１０千円 

事業概要：特別な支援を必要とする子ども一人ひとりの教育的ニーズを的確にするため、パーソ

ナルファイルの活用を促進します。高校において、発達障がいのある生徒への支援や

保護者への相談、教員への指導・助言を行う支援員を増員するとともに、特別支援学

校に在籍する外国人児童生徒および保護者を支援するため、通訳・翻訳を行う外国人

児童生徒支援員を配置します。通級による指導を担当する教員等の発達障がいに係る

専門性の向上を高める研修を行います。 

 

②特別支援学校メディカル・サポート事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R3) ５，５０１千円 → (R4) ６，５１６千円 

事業概要：医療的ケアの必要な子どもが身体的に安定した状態で教育活動に参加できるよう、

看護師免許を有する職員を中心に校内で連携して医療的ケアを実施するとともに、

研修会の実施による専門性の向上や、指導医等の指導・助言を得ながら校内のサポ

ート体制の構築等に取り組みます。 

 

③特別支援学校就労推進事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

  予算額：(R3) ６，２０７千円 → (R4) ４，６９０千円 

事業概要：特別支援学校のキャリア教育プログラムに基づく計画的・組織的なキャリア教育を

推進するとともに、外部人材を活用した職場開拓や、企業等と連携した職場実習等

を実施することで、高等部生徒の進路希望の実現を図ります。 

 

④特別支援学校施設建築費 

（第 10 款 教育費 第５項 特別支援学校費 １ 特別支援学校費） 

予算額：(R3) ２７２，０１６千円 → (R4)  ９０４，４４３千円 

（２７２，０１６千円 →   １，５１９，９６３千円 ※２月補正含みベース） 

事業概要：特別支援学校の施設について、計画的な老朽化対策および施設の狭隘化等に対応する

ための整備を進めます。盲学校および聾学校については、老朽化対策・安全対策とし

て城山特別支援学校の隣地へ移転するため、令和４年度は新たな校舎の建築に係る設

計を行うとともに、寄宿舎の建築工事を実施します。あわせて、国の補正予算を活用

して、杉の子特別支援学校の知的障がいのある中学部生徒が令和５年４月から石薬師

分校で学習できるよう校舎の一部改修工事、稲葉特別支援学校の寄宿舎棟を教室とし

て活用する改修工事、西日野にじ学園で空調設備の更新を行います。また、松阪あゆ

み特別支援学校の教室不足の解消を図るとともに、肢体不自由のある子どもたちの新

たな就学先とするため、校舎増築に向けた土地取得を行います。 

 

 

 

 



⑤特別支援学校学習環境等基盤整備事業 

（第 10 款 教育費 第５項 特別支援学校費 １ 特別支援学校費） 

予算額：(R3) ２６７千円 → (R4) ２８，８６６千円 

事業概要：稲葉特別支援学校や杉の子特別支援学校石薬師分校の改修に伴い、必要となる学習備

品や消耗品など、学習環境の整備を進めます。特別支援学校小中学部に転入学する児

童生徒の増加に伴い、学習用端末の整備を行います。 

 

⑥特別支援学校スクールバス等運行委託事業 

（第 10 款 教育費 第５項 特別支援学校費 １ 特別支援学校費） 

予算額：(R3) ４８０，２６１千円 → (R4) ５０１，２７５千円 

事業概要：特別支援学校に在籍する子どもたちの通学に係る負担を軽減するため、スクールバス

を運行するとともに、登校時における「三つの密」を避け、安全で安心に通学できる

よう、引き続きスクールバスを増便して運行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


